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① 都市交通施策のこれまでの経緯
 本市では、H1dのPT調査やH14〜15dの総合都市交通体系調査に基づき、H15dに「いわ
き都市圏のあすの都市交通（現⾏都市交通マスタープラン）」を策定
➥各種基盤整備を進めるとともに、時差出勤等のTDM施策や各地区公共交通施策に関す
る社会実験を実施

 H20dには「都市計画道路網再編計画」、H24dには「生活交通ビジョン」を策定
➥⻑期未着⼿の都市計画道路の⾒直しや公共交通ネットワークを確保するための基本的
施策を設定

（なかなか進まない都市交通施策）

 事業の進捗や⾒直し、急速な人口減少や超高齢社会の到来、厳しい財政状況、環境問題
への対応、災害時への備えなど、本市を取り巻く環境は大きく変化

 このような背景を捉え、R1dには「第二次都市計画マスタープラン」と「⽴地適正化計
画」を策定し、持続可能な都市づくりを図るネットワーク型コンパクトシティの形成を
推進

１．検討体制（協議会と幹事会）について

○目指すべき将来の都市交通の姿を新たに描き、効率的・重点的で実効性のある計画を策定
○計画（施策）を着実に推進する体制を確⽴

市⺠生活や産業・経済活動などの都市活動に大きな影響を与えるとともに、
都市の発展の根幹をなす重要な施策の一つ

（都市交通施策）



② 効率的・重点的で実効性のある計画の策定

自 転
歩 公

シ
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１．検討体制（協議会と幹事会）について

第二次いわき市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ
〔都市計画の基本的な方針〕

計画期間︓2020d〜概ね20年
先

都市交通マスタープラン
計画期間︓2021d〜概ね20年（目標年次は中期10年）

自 転
歩 公

シ

都市・地域総合交通戦略

〔交通施策の基本的な方針〕

概ね5〜10年の短期・中期を期間に、都
市交通マスタープランの実現のための戦
略目標を掲げ、必要となる施策パッケー
ジと、個別施策事業のほか、スケジュー
ル、事業主体等を定める。

交通実態の分析や将来交通量予測を⾏い、
⻑期的な視点から都市圏全体（本市は市
域全域）の道路や公共交通などの都市交
通部門における施策の方向性を示す。

計画期間︓2021d〜概ね5-10年（⻑期的視点をもって）

いわき市⽴地適正化計画
〔居住や都市機能の配置の適正化計画〕

計画期間︓2020d〜概ね20年先

ネットワーク型コンパクトシティの形成
を目指し、居住機能や医療・福祉・商業
等の都市機能を誘導する区域や誘導施策
を定める。

〔都市交通MPのｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ〕

地域公共交通計画
〔地域交通のデザイン〕

計画期間︓2021d〜概ね5年（中⻑期的視点をもって）

持続可能な地域旅客運送サービスの提供
を確保することを目的に、地域にとって
望ましい地域旅客運送サービスの姿を明
らかにし、目標を掲げて、必要となる施
策とスケジュール、事業主体等を定める。

歩 公 シ

⻑期的な視点に⽴った都市づくりの目標
や市街地像、その実現に向けた施策の方
向性を示す。

ｺﾝﾊﾟｸﾄなまちづくりと交通ﾈｯﾄﾜｰｸの形成の
具体的な取組み ※各計画間で整合及び連携
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 道路、公共交通等の交通施策に関する計画を一体的に策定



③ 計画（施策）を着実に推進する体制の確⽴
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 各会議体を一本化し、交通施策に関する計画の策定及び施策の実施並びに進⾏管理を一
体的に⾏う「いわき都市圏総合都市交通推進協議会」を設置 ※計画策定後においても毎年開催

 計画策定にあたっては、詳細な調査・検討が必要となるため、協議会の下に「道路交通
検討幹事会」「公共交通検討幹事会」を設置 ※その他必要に応じて設置を検討

１．検討体制（協議会と幹事会）について

いわき都市圏総合都市交通推進協議会（R2〜）

令和元年10⽉に策定した「第二次いわき市都市計画マスター
プラン」及びいわき市⽴地適正化計画に示す将来目指すべき
都市構造の実現に向けた総合的な交通施策を推進するため、
「都市交通マスタープラン」「都市・地域総合交通戦略」
「地域公共交通計画」の策定及び交通施策の実施に関する協
議・調整を⾏う。

設置法︓地域公共交通活性化再生法第６条第１項（法定協議会）
道路運送法施⾏規則第９条の２（地域公共交通会議）

Ｐｌａｎ[計画]
計画の策定・変更

Ｄｏ[実行]
施策の実施

Ｃｈｅｃｋ[評価]
評価・検証

Ａｃｔｉｏｎ[改善]
見直し・改善

＜協議事項＞主に都市交通マスタープラン、都市・地域総合交通戦略を担当
⑴ 道路交通の課題について
⑵ 将来道路網ネットワークについて
⑶ 各種道路交通施策の方向性について

⑷ 目標の設定について
⑸ 各種道路交通施策について
⑹ その他上記に関連する事項について

＜協議事項＞主に地域公共交通計画を担当 ※他計画についても公共交通部門を担当
⑴ 地域公共交通の課題について
⑵ 地域公共交通施策の方向性について
⑶ 将来公共交通ネットワークについて

⑷ 目標の設定について
⑸ 実施施策について
⑹ その他上記に関連する事項について

道路交通検討幹事会
（R2〜計画策定）

公共交通検討幹事会
（R2〜計画策定）

○○○○○○幹事会

（具
体
的
な
調
査
・検
討
・実
施
）



① 都市交通マスタープラン〔交通施策の基本的な方針〕

 交通実態の分析や将来交通量予測を⾏い、⻑期的な視点から都市圏全体（本市は市域全
域）の道路や公共交通などの都市交通部門における施策の⽅向性を⽰す計画

 現⾏の「いわき都市圏のあすの都市交通（H16.1）」の⾒直し
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２．策定する計画の概要について

自 転 歩 公 シ
計画期間︓2021d〜概ね20年（目標年次は中期10年）

はじめに
☑計画の位置付け ☑見直しの必要性 ☑全体構成

第１章 いわき都市圏の現状と問題点
◆現状整理 ◆交通体系上の問題点
▪社会・経済情勢 ▪自動車交通の問題点
▪交通を取り巻く環境 ▪公共交通の問題点

◆将来の見通し ▪徒歩・自転車交通の
▪人口・高齢化の動向 問題点
▪財政等の見通し

第２章 将来都市交通需要の見通しと課題
◆いわき市の将来都市像
▪ﾈｯﾄﾜｰｸ型ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨIwaki(将来都市構造)

◆将来都市交通体系のあり方
▪道路ﾈｯﾄﾜｰｸの姿
▪公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸの姿

◆将来交通需要の推計

第３章 総合都市交通体系構築の基本目標と基本方針
◆いわき市が目指す将来都市像実現に必要となる

交通体系を構築するための基本的な考え方

第４章 総合都市交通体系における主な施策
◆目標達成に向けた交通施策展開の基本方針と施策の方向性

〜 短期・中期的な具体的な戦略目標及び施策は「都市・地域総合交通戦略」にて設定 〜

目指す将来像と現状とのギャップを埋めるには…

交通実態調査
☑PT型調査、☑意向調査等



② 都市・地域総合交通戦略〔都市交通MPのアクションプラン〕
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２．策定する計画の概要について

自 転 歩 公 シ
計画期間︓2021d〜概ね5-10年（⻑期的視点をもって）

 概ね5〜10年の短期・中期を期間に、都市交通マスタープランの実現のための戦略目標
を掲げ、必要となる施策パッケージと、個別施策事業のほか、スケジュール、事業主体
等を定める計画

 国認定により、都市・地域交通戦略推進事業（社総交）の活用が可能

現状及び課題

都市の目指す将来像

総合交通戦略の目標

目標達成に必要となる
施策・事業（施策ﾊﾟｯｹｰｼﾞ）

関係者の役割分担を踏まえた
実施プログラム

評価指標・数値目標

≪施策パッケージ：全ての主体が共通の目標のもと連携・連動≫
①「選択と集中」による重点的な施策を推進
②多様な主体との連携を軸に「総力戦」として施策を推進
③施策間の相乗効果や施策効果の早期発現

基本方針は
都市交通MP
と整合

交通実態調査・
都市交通MP
と整合

※公共交通部門は地域公共交通計画と整合・連携



③ 地域公共交通計画〔地域交通のデザイン〕
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２．策定する計画の概要について

歩 公 シ

 地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿を明らかにし、目標を掲げて、必要と
なる施策とスケジュール、事業主体等を定める計画

 既存の公共交通サービスを最大限活用した上で、必要に応じてスクールバスや福祉・病
院・商業等の送迎サービスなどの輸送資源の活用も含めて、持続可能な地域旅客運送
サービスの提供を確保

 主たる国補助「地域公共交通確保維持改善事業」は当該計画と連動化（原則として法定
協議会が補助対象となることに留意）

 現⾏の「生活交通ビジョン（H24.3）」のアップデート

計画期間︓2021d〜概ね5年（中⻑期的視点をもって）

地域の現状、公共交通の概況、
移動特性、ニーズ等の把握

上位・関連計画、他部局の
施策・予算等について整理

現行の公共交通関連・連携
計画等の評価

地域公共交通活性化再生の促進
に関する基本方針記載内容確認

地域公共交通の現状・問題点、課題の整理

地域公共交通の基本方針・目標の検討
（利用者数、収支、行政負担等の定量的な目標設定に努める）

目標の実現のための施策の検討
（地域公共交通特定事業の活用についても検討）

交通実態調査・
都市交通MP
と整合

基本方針は
都市交通MP
と整合
※ただし、当該計
画は短期に留意

既存の公共交通サービスの改善
・サービス内容の見直し
多様な輸送資源の活用
・自家用有償、地域資源の活用

新
技
術
の
活
用
等



R2d R3d R4d

幹事会

協議会
等

市⺠等
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２．策定する計画の概要について

11〜12
交通実態調査

・PT型調査
・意向調査
・ﾊﾞｽ乗込調査等

９/29
第１回

３/17
第２回

８月頃
第３回

11月頃
第４回

２月頃
第５回

○月頃
第６回

２/９
第１回

２/12
第１回

５月頃
第２回

５月頃
第２回

７月頃
第３回

７月頃
第３回

10月頃
第４回

10月頃
第４回

１月頃
第５回

１月頃
第５回

９月頃ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

・都市交通MP(素案)

12月頃ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

・総合交通戦略(素案)
・地域公共交通計画(素案)

※幹事会後等はHP・ﾎﾟｽﾀｰ掲示等による意見募集を実施

・協議会設立
・社会情勢等の変化
の共有

・都市交通の現状と問
題点、課題
の整理

・将来像と都市交通体
系のあり方の検討※幹事会検

討内容の
協議調整

・都市交通MP案の
検討

・総合交通戦略案の
検討

・地域公共交通計画
案の検討

・各計画案の確認

市都計審
諮問・答申

※市都計審へは進捗に応じて随時報告・意見聴取

・交通特性と課題
・道路整備の視点
・都市交通の目標

・交通特性と課題
・都市交通の目標
・将来公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸ

・将来ｼﾅﾘｵ
・将来道路ﾈｯﾄﾜｰｸ
・施策の方向性

・将来交通需要推計
・都市交通MP案検討
・戦略目標の検討
・実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ検討

・ﾊﾞｽ路線再編の方針
・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通導入の方針
・施策の方向性 ・その他施策の検討
・目標値、実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの検討

・総合交通戦略案の
検討

・地域公共交通計画
案の検討

・各計画案の確認

・各計画案の確認

・進捗状況
の確認等

（道
路
交
通
検
討
）

（公
共
交
通
検
討
）

（○
○
○
幹
事
会
）

・協議会の下で
施策を実施す
る幹事会等

各
計
画
の
策
定

❋ 計画策定までのスケジュール（案）❋



① 都市交通ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ「いわき都市圏のあすの都市交通（H16.1）」
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 将来都市像を「都市交通の側面」から実現するための「道路網整備」「公共交通施策」
「TDM施策等」の方向性を定めた交通関連計画の上位計画

３．現⾏交通関連計画の概要について

≪目指すべき将来都市像≫
〔目標年次：平成37(2025)年 計画人口：約33万人〕

② 安全・安心
生活の安全・安心を生み出す都市交通

① 再生・活力
都市の再生・活力を生み出す都市交通

③ 環境
環境にやさしい都市交通

≪都市交通の３つの基本目標≫

≪基本目標を達成するための４つの施策(鍵)≫

都
市
交
通
の
側
面
か
ら
実
現

（都市交通施策）



再開発や認定中活事業等を実施。今後は、コンパクトシティ
の姿を誘導区域として設定した立地適正化計画（居住と都市
機能の誘導）を推進する必要がある。

① 都市交通ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ「いわき都市圏のあすの都市交通（H16.1）」
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３．現⾏交通関連計画の概要について

【道路網整備（道路網マスタープラン）】【土地利用施策】

【公共交通施策】

【TDM施策等】

H17〜20dにかけ多くの地区で社会実験や地域協議を実施。今
後は、一過性ではなく、都市圏の公共交通サービス提供の考
え方を整理し、計画的・重点的に施策を展開する必要がある。

H16〜18dにかけ時差出勤社会実験やETC通勤割引可能性調査
などを実施。今後は、H17dから実施の市職員スマート通勤の
⺠間企業等への拡⼤など、ソフト施策の取り組み強化が必要。

○中心市街地の活性化や既成市街地の再生整備を積極的に推進

○考えられる公共交通施策の導入を積極的に推進

○考えられるTDM施策の導入を積極的に推進

○渋滞解消・将来交通量の円滑な処理・交流連携の活性化を目的に将来
道路ネットワークの構築を推進

優先的に整備が必要な路線の抽出や国県への働きかけ、都計道再
編などを実施。今後は、厳しい財源状況の中で、さらに集中と選
択の視点を持った道路整備・維持管理を推進する必要がある。

評
価

評
価

評
価

評
価
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３．現⾏交通関連計画の概要について

② 「いわき都市計画道路網再編計画（H20.5）」
 都市計画道路の重要性・必要性等の検証・評価を⾏い、⻑期未着⼿の都市計画道路の⾒

直しを含めて、望ましい都市計画道路網の再編を⾏う交通関連計画

 現行の都市計画道路（129路線、総延⻑331.5km）について、
工事着手の有無や都市計画決定からの経過年数などのほか、
必要性や代替性、実現性の検証・評価踏まえ、見直し対象
路線を抽出。

 事業を継続する路線、線形や幅員等を変更する路線、一部
区間を廃止又は追加する路線、全線を廃止する路線を選別
し、計画的な整備を推進。

 都市計画変更が必要となる39路線中、33路線については見直しを
実施したが、代替路線の検討等が必要な６路線については未実施。

 代替路線の整備方針を含め、事業継続とした路線の今後の整備の
見通しについて整理が必要となっている。

評 価
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３．現⾏交通関連計画の概要について

③ 「いわき市生活交通ビジョン（H24.3）」
 誰もが利用しやすい交通⼿段の実現を目指し、将来に向け持続可能な公共交通を構築す

るため、本市の望ましい公共交通のあり方と公共交通施策の方向性を定めた計画
【基本理念】

みんなで創り育む公共交通ネットワークいわき

 当該ビジョンに基づき、様々な実証事業や、三和・田人地
区における住⺠ボランティア輸送を実施。

 今後は、都市圏の公共交通サービス提供の考え方を再整理し、
各地区における移動手段の確保や利用者のニーズにあったバ
ス路線の再編、キャッシュレス化等の環境整備を推進する必
要がある。

公共交通ネットワークイメージ

〔目標年次：平成37(2025)年〕

評 価
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３．現⾏交通関連計画の概要について

③ 「いわき市生活交通ビジョン（H24.3）」

［基本的施策］
□公共交通の現状周知など、公共交通への関心を高める公共交通関連情報の積極的な発信
□子供向けの出前講座やシンポジウムなど、様々な機会を活用した公共交通の意義や重要性の普及啓発
□モビリティ・マネジメントや公共交通関連イベントの実施などによる公共交通利用意識の高揚

公共交通を考える機会の提供

［基本的施策］
□地域の需要を把握して、地域に必要な公共交通を協議・支援し育んでいく、地域住民を中心とする地域組織
の設置

□地域組織を支援する体制の構築

公共交通を考え育む地域組織の設置

［基本的施策］
□利用者のニーズに合ったバス路線への再編
□乗合タクシーなど、新たな公共交通の構築と既存公共交通との機能分担による地域の実情や移動需要
に応じた移動手段の確保

□地域の実情や移動需要に応じた移動手段の確保を支える支援制度の構築
□適正な移動手段を判断する評価手法の構築
□高齢者や子供たちなど、移動制約者に最適な交通システムの構築

移動需要に応じた公共交通の確保

〔目標年次：平成37(2025)年〕
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３．現⾏交通関連計画の概要について

③ 「いわき市生活交通ビジョン（H24.3）」

［基本的施策］
□鉄道、路線バス、タクシーなどの相互連携
□乗り継ぎの負担を軽減するため、速やかな乗り継ぎが可能となるような交通結節点における時刻表の連携、
更には乗り継ぎ割引などの連携手法の構築

□乗り継ぎのための待合施設等の整備

公共交通の相互連携

［基本的施策］
□誰にでもわかりやすい運行ルート、時刻表などの情報提供
□公共交通の運行案内や運行情報の提供

わかりやすい公共交通情報の提供

［基本的施策］
□バス停など待合環境の整備
□低床バスやＩＣカードなど利用しやすい施設・設備の整備
□公共交通が優先して走行できる交通環境の整備
□パーク・アンド・ライドなどマイカーと公共交通との連携強化による公共交通への転換促進

利用しやすい公共交通環境の整備

［基本的施策］
□商業・観光などとの共通利用券の発行や公共交通利用者への特典の付与
□鉄道や高速バスなどの広域交通と市内公共交通との連携

商業・観光などとの連携と広域交流の促進

〔目標年次：平成37(2025)年〕
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３．現⾏交通関連計画の概要について

④ 「いわき市自転⾞活⽤推進計画（R2.２）」
 ⾃転⾞活用の有効性を浸透させ、⾃転⾞⽂化が地域に根付くよう、自転⾞活⽤の総合的
かつ計画的な推進を図るための計画

目標Ⅱ
自転⾞を活⽤した市⺠の健康増進

①健康増進等につながる⾃転⾞活用の推進
②⾃転⾞を活用した健康づくりの有効性の広報啓発

目標Ⅰ
自転⾞利⽤促進に向けた良好な都市環境づくり
①安全で快適な⾃転⾞⾛⾏空間の整備
②⾃転⾞利用の促進に向けまちづくりと連携した取り

組みの推進

目標Ⅲ
サイクルツーリズムの推進による観光・地域振興

①「いわき七浜海道」のブランドイメージ向上
②サイクリストの拠点づくりと受入環境の整備
③⾃転⾞活用による積極的な観光・地域振興の推進

目標Ⅳ
自転⾞利⽤における安全・安⼼の確保

①⾃転⾞利用の交通安全教育・啓発の推進
②⾃転⾞の安全利用の環境整備

重点的に整備すべき自転車走行空間

 国、県、市、⺠間企業、団体等が各役割を認識し、相互に連携し
各施策に取り組む。

 適宜、「いわき市⾃転⾞道路網整備計画・海岸線ルート連絡調整
会議」においてフォローアップを⾏う。

〔目標年次：令和６年〕



 平や小名浜、勿来、四倉などの主要な拠点と、周辺の拠点において、機
能の集約化・効率化が図られる拠点性の高い、持続可能な都市運営を実現
する。

 本市は、海・まち・山に輝く複数の拠点が連携し、有機的な軸で結ばれ
ることで、永き未来にわたり輝き続けるネットワーク型コンパクトシティ
を構築する。
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３．現⾏交通関連計画の概要について

⑤ 「第二次いわき市都市計画マスタープラン（R１.10）」

図 将来都市構造図

いわき市の都市計画に関する基本的な方針
計画対象区域︓市全域 , 計画期間︓概ね20年間

□ 当該計画における交通施策の方針の概要（１／３）

❋ 上位計画等における交通に関する記載事項 ❋

ネットワーク型コンパクトシティIwaki ○ 将来都市構造 〜ネットワーク型コンパクトシティIwaki〜

位置づけ 担うべき主な役割

主
軸

広域
交流軸

市外各方面との連携・交流により「まちのゾーン」に集積する都
市機能を高める役割を果たす。
茨城・関東方面、相双・東北方面、中通り・会津・日本海方面、

白河方面のほか、全国・海外の5軸を設定。高速道路、幹線道路にお
ける都市間バス、鉄道、小名浜港などがその交流を担う。

市内基幹
連携軸

主要な拠点の相互間を結び、それぞれの持つ機能を相互補完する
とともに、全体がひとつの都市として機能するための連携を担う。
鉄道、主要拠点間の国県道や主な都市計画道路及びその上での幹線

バス路線などがその連携を担う。

市内補助
連携軸

主要な拠点と周辺の地域間を結び、相互間での機能補完、主要な
拠点の都市機能サービスの波及を担う。
市内基幹連携軸に準ずる交通機能の確保により連携を担う。

そ
の
他
の
軸

沿岸域
連携軸

海岸線に沿って、市⺠交流・連携や観光レクリエーションの振興
等に寄与する役割を果たす。

四倉から勿来付近にかけての海岸沿いの県道等がその連携機能を担
う。

やまなみ
連携軸

中山間地域を相互に結び、地域活性化、観光レクリエーションの
振興等に寄与する役割を果たす。

軸に沿う県道等の充実によりその連携を担う。

<拠点の相互間や市内外を結ぶ主要動線となる「軸」>
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３．現⾏交通関連計画の概要について

⑤ 「第二次いわき市都市計画マスタープラン（R１.10）」

図 幹線道路ネットワーク形成⽅針図

いわき市の都市計画に関する基本的な方針
計画対象区域︓市全域 , 計画期間︓概ね20年間

□ 当該計画における交通施策の方針の概要（２／３）

 今後急速に進む人口減少や超高齢社会の到来を踏まえ、必要に応じて計
画の見直しを行いながら、計画的な都市計画道路の整備を進める。

 道路種別（広域幹線道路、市内幹線道路、補助幹線道路）毎の方針に基
づき、将来都市構造の実現を図る幹線道路、生活道路等のネットワーク形
成に取り組むとともに、適切な維持管理に努める。

 生活環境の利便性や安全性の確保と交通の円滑化等に留意するとともに、
各地域の特性に応じた道路空間の確保に努める。

 市街地の幹線道路や主要な生活道路では、歩道の整備により、特に高齢
者や障がい者、子どもの安全な通行に配慮した歩行者、自転車空間の確保
を進めるとともの、各「拠点」市街地内では、中心市街地における安全性
確保のため、歩道空間のネットワーク化に努め、回遊性の向上を図る。ま
た、これらの空間形成においては、道路緑化やモールとしての整備など、
歩きたくなる魅力を備えた道路空間づくりに努める。

 主な「拠点」市街地におけるシンボル道路の形成を図るとともに、健康
増進や観光レクリーションの観点から自転車利用ニーズに応える道路空間
の形成や観光拠点施設周辺等での自転車走行環境向上等、自転車道路網の
形成を図る。

○ 幹線道路ネットワークの形成

○ 生活道路における道路空間の確保

○ 歩⾏者・自転⾞交通空間の充実

○ 駅前広場・駐⾞場等の整備と活⽤
 市街地での人の集散の核となる空間、自動車交通と徒歩による回遊の接

点となる空間として、駅前広場、駐車場・駐輪場の機能の充実を図る。

❋ 上位計画等における交通に関する記載事項 ❋
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３．現⾏交通関連計画の概要について

⑤ 「第二次いわき市都市計画マスタープラン（R１.10）」

図 公共交通整備⽅針図

いわき市の都市計画に関する基本的な方針
計画対象区域︓市全域 , 計画期間︓概ね20年間

□ 当該計画における交通施策の方針の概要（３／３）

 鉄道やバスの利便性・速達性等の向上や、公共交通を補完するカーシェ
アリング、シェアサイクリングなどの充実を図り、すべての人が安心し、
なおかつ、分かりやすく利便性の高い公共交通環境づくりに努めるととも
に、自転車利用の促進に向けた自転車道路網の形成を図り、過度に自動車
に頼らないライフスタイルへの転換を進める。

 公共交通空白地域における乗合タクシーや次世代型のデマンド交通の運
行など、地域性に合わせた公共交通システムのあり方の検討、実践に努め
るとともに、LRT・BRTなどの新たな交通手段の導入に向けた検討や、自
動運転をはじめとする新たな技術の活用、さらには、ICTを活用した交通の
クラウド化を進め、鉄道やバス、タクシー等の交通サービス間のシームレ
ス化による利便性の向上など、交通手段の多様化に取り組む。

○ 公共交通の活⽤

 鉄道の利便性の向上と利用促進に向けた各種施策を展開するとともに、
駐車場、駐輪場の適切な整備や運用によるパーク＆ライド、サイクル＆ラ
イドの増進など、交通結節点機能の充実に向けた取り組みを進める。

○ 鉄道の利便性向上

 バス専用レーンの整備など、バス走行環境の改善等により走行の円滑性、
速達性の向上に努めるとともに、現行バス路線の維持・確保と、より利用
しやすい交通手段となるような運行改善を検討する。

○ バスの利便性向上

 新技術を活用したバス運行管理システムの高度化や車両の改善、自動運
転技術を視野に中山間地域に適した交通システムのあり方を検討するとと
もに、泉〜小名浜〜平を結ぶ公共交通の導入検討など、広域多核型都市に
見合った交通システムの多様化を進める。

○ 新たな公共交通システムの導入

❋ 上位計画等における交通に関する記載事項 ❋



□ 当該計画における交通施策の方針の概要
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３．現⾏交通関連計画の概要について

⑥ 「いわき市⽴地適正化計画（R１.10）」

図 立地適正化計画誘導区域図

居住及び都市機能の配置の適正化を図る計画
計画対象区域︓都市計画区域 , 計画期間︓概ね20年間

まちなか居住区域内交通の利便性の向上を図るため、公共交通の利便性や
速達性の向上、並びにクリーンエネルギー自動車とＩＣＴクラウドシステム
等を活用した新たな交通システムの導入の検討を進めるほか、自家用車の
「保有」から「利用」への転換を促すため、公共交通の補完的役割を担う
「カーシェアリングステーション」や「シェアサイクリングステーション」の
立地誘導を検討するとともに、歩車道においても良好な道路空間の創出に向
けた整備を検討する。

○ まちなか居住区域内の誘導施策の方針

a）誘導区域内等の公共交通の利便性・速達性の向上と既存交通との接続性向上
都市機能誘導区域へのアクセス、及びまちなか居住区域内の公共交通について

は、本市経済を支え、日常生活や産業活動を支える重要なインフラ施設として、
その利便性や速達性が向上する施策を交通事業者と市が協働で取り組む。

また、路線バスについては、社会情勢の変化に対応した路線の再編によるネット
ワークの強化や次世代型のデマンド交通等への転換など、地域特性に合わせた最適
な交通手段の確保を検討するとともに、鉄道との接続性を強化することにより、
都市機能誘導区域等とのアクセス向上を図る。

b）公共交通のＩＣＴ化の推進
ＩＣＴクラウドシステム等を活用した新たな交通システムを導入することにより、

交通の利便性向上を図り、将来的な“Ｍａａｓ”の社会実装につなげる。

c）シェアリングエコノミーの推進
誘導区域内における自家用以外の交通手段として、公共交通と自家用車の中間

に位置するカーシェアリングステーションやシェアサイクリングステーションにつ
いて、まちなか居住区域内への誘導を検討する。

d）誘導区域内等における歩⾞道の利⽤環境の向上
都市機能誘導区域での誘導施設整備と合わせ、誘導区域内の道路の利用環境向

上に向けた整備を検討する。

❋ 上位計画等における交通に関する記載事項 ❋



 人口の将来展望を明らかにし、今後の目指すべき方向性を提示する計画

⑦ 「いわき市人口ビジョン・いわき創生総合戦略（H28.3）」
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３．現⾏交通関連計画の概要について

年齢区分別人口の推移 いわき市の展望人口

基 準 推 計︓国勢調査トレンド
展望人口１︓⾃然動態のみ改善
展望人口２︓⾃然動態・社会動態の改善

若い世代の増加に重点的に取り組む
ことにより、将来にわたりまちの活
力の持続を目指す

1995年を100とした時の地区別人口の変化

❋ 上位計画等における交通に関する記載事項 ❋

１．いわき市人口ビジョン

2030 年で約30 万人､
2060 年で約22 万人の人口維持を目指す。

 避けられない人口減少。減少する交通需要（量）と多様化し
たライフスタイル（質）へ対応した交通体系の確立が求めら
れる。

※現在、人口ビジョンは、創生総合戦略の改訂にあわせて、
見直し中。

〔 対象期間：平成27(2015)〜令和42(2060)年〕



⑦ 「いわき市人口ビジョン・いわき創生総合戦略（H28.3）」
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３．現⾏交通関連計画の概要について

≪いわき創生の基本目標≫
１．人のエネルギー（５つのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
“人づくり” と “まちづくり” の好循環を生み出す。

２．地のエネルギー（６つのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
市⺠からも、市外からも “選ばれるまち” をつくる。

３．産業のエネルギー（６つのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
地域に培われた”生業”を磨き上げ、伸ばす。

≪目指すべき将来像≫
・地域全体で人を育て人が育つまち
・安心して出産･子育てができる環境

・地区ごとに個性と魅力を備え多様性に溢れたまち
・中山間地域の拠点化と生活の質の向上

・地域に愛着･魅力を感じ地域で働く意欲が高いまち
・誰もが働きやすい環境

【2-6 デマンド交通PJ】
・路線バスやスクールバス、乗合タクシーなど、多様
な交通手段を組み合わせながら、子どもや高齢者など
が利用しやすい交通体系を構築します。
・利用料金や路線ルートの不明瞭さ、便数の少なさや
不定時性など、ICT の活用により、利用方法や現在の運
行状況などを把握しやすい環境を整備します。

【3-3 バッテリー関連産業振興PJ】
・バッテリーを利用した機器等のモデル的な利用
促進を図り、市内関連事業者の振興と企業誘致に
つなげます。

❋ 上位計画等における交通に関する記載事項 ❋

〔 対象期間：平成27(2015)〜令和２(2020)年〕１．いわき創生総合戦略
 人口減少・超高齢化社会を踏まえた、まち・ひと・しごとを創生するための方策を提示

する計画

□ 当該計画における交通施策に関連する概要

※現在、創生総合戦略の改訂作業中。
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３．現⾏交通関連計画の概要について

⑧ 「いわき市観光まちづくりビジョン（R1.5）」
 いわき市の観光振興施策の基本的な⽅針であり、「観光まちづくり」の実現のために効

果的に推進する各種戦略を定める計画 〔 計画期間：令和元(2019)年〜令和４(2023)年 〕

基本戦略Ⅱ
【多様な旅行商品の造成による観光誘客の推進】
１ 「フラ」をテーマとした事業の推進
２ テーマ別観光の推進
３ 広域連携ルートの構築
４ 教育旅行・合宿やMICEの誘致
５ 訪日外国人旅行者の誘客

基本戦略Ⅰ
【効果的な情報戦略の推進】
１ デジタルマーケティングの推進・強化
２ 地域と連携した観光・物産情報の収集と発信
３ シティセールス・プロモーションの推進
４ 多言語による情報発信
５ 多様な媒体を活用した情報発信

基本戦略Ⅲ
【地域資源の積極的な活用による観光振興の推進】
１ 自然資源の活用
２ 地場産品の活用
３ 歴史・文化・芸術の活用
４ 地域の祭り・イベントの活用
５ 受入環境の整備

≪ 観光まちづくりを実現するための３つの基本戦略と15のアクションプラン ≫

【広域連携団体との連携】
 「うつくしま浜街道観光推進会議」、「いわき

市・北茨城市・高萩市広域観光行政連絡協議会」、
「磐越自動車道沿線都市交流会議」をはじめとす
る周辺自治体や⺠間が主体となった広域連携団体
と連携し、周遊ルートを構築する。

【貸切バス借上助成金制度の拡充の検討】
 広域周遊を促すため、貸切バス借上助成金制度

の拡充を検討する。

【キャッシュレス化・免税店登録の推進】
 お客様の利便性向上のため、交通・宿泊・施設・

買物等におけるキャッシュレス化に向けた取組み
の推進と訪日外国人旅行客に向けた観光施設等の
免税店登録を推進する。

広域連携ルートの構築（一部抜粋）

受入環境の整備（一部抜粋）

❋ 上位計画等における交通に関する記載事項 ❋

□ 当該計画における交通施策に関連する概要



① 社会・経済情勢等からみる現状と課題
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⑴ 人口動向

４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

 人口は年々減少しており、公共交通の維持や経済的側面からも、交通軸への人口の集約や外出を促すまちづ
くりが求められている。

 高齢化率は上昇傾向にあり、平地区を除く全地区で30％を超えており、特に山間部の川前や田人地区では
約47％と高く、安全・安⼼な道路交通環境や地域の状況に応じた交通体系を確保する必要がある。

 また、医療費や社会保障費の抑制の視点からも、健康増進や就労機会の増加が求められており、高齢者の外
出機会を⽀える交通⼿段の確⽴が急務となっている。

 市域内移動が主となる広域都市としての特徴を有し、従業者・通学者の円滑な移動が求められている。
 一⽅で、外国人居住者は増加の傾向にあり、多言語対応した交通環境の整備が求められている。

■人口推移・高齢化率 ■人口流動

出典：2015年まではいわき市の人口（令和元年）、
2020年以降はいわき創生総合戦略

出典：平成27年国勢調査（常住地による従業・通学市区町村，男女別15
歳以上就業者数及び15歳以上通学者数(15歳未満通学者を含む通学
者−特掲)−都道府県，市区町村）



⑵ 市街化の動向
① 社会・経済情勢等からみる現状と課題

４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

■人口密度

■土地利用
H9 H18 H28

出典：いわき市統計

出典：国土数値情報

 市街地は拡大傾向が続いており、都市計画区域内での建物用地
の増加、中山間地域での田畑の減少が⾒受けられる。

 DID面積が増加傾向であることに対し、DID人口密度に大きな変
化が⾒られず、低密度な市街地が拡大しており、今後の人口減
少も捉え、社会的な効率と街の活気の維持が求められている。

 交通軸への人口の集約や都市機能の集積等を図ることを目的と
した、⽴地適正化計画や公共施設等総合管理計画等と連携した
交通体系の整備が求められている。

24

45.48

45.75
45.83

46.46
3802.40 3753.86 

3594.96 3724.86 

2819.76 2829.45 
2644.19 2537.14 

0.00

1000.00

2000.00

3000.00

4000.00

5000.00

45

46

47

H12 H17 H22 H27

DID面積・人口密度

面積（㎢） DID人口密度（人/㎢） 市街化区域人口密度（人/㎢）



① 社会・経済情勢等からみる現状と課題
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

■生活利便施設⑶ 生活利便施設等の集積状況
 生活利便施設は主に市街地に集積しており、鉄道

駅や⽀所から少し離れた幹線道路沿いの立地も多
く、過度に⾞に頼らない効率的な市街地の形成が
求めれている。

 中山間地域から、生活利便施設が⽴地する市街地
への移動⼿段の確保が課題となっている。

 常磐⾃動⾞道や重要港湾⼩名浜港などの整備とと
もに⼯場立地が進み、東北地⽅有数の⼯業集積地
であり、物流交通も多い特徴を有する。

 ⼩名浜港東港の整備とともに、小名浜港と各工業
団地等を利⽤する大型⾞両の増加が推測され、国
道６号バイパスや49号等の主要幹線の速度低下及
び渋滞が懸念されている。

 市内には、泉、⼩名浜、常磐、勿来等、15カ所の
⼯業団地が整備されている。



■鉄道軌道・道路網⑷ 広域拠点としてのいわき市
 本市は東北と⾸都圏を結ぶ太平洋沿いの⽞関口に

位置し、南東北の物流拠点『⼩名浜港』や、『ア
クアマリンパーク』『湯本温泉郷』などの多くの
観光資源を有しており、高速道路や鉄道などの広
域ネットワークを活⽤した交流人口増加が期待さ
れている。

 JR常磐線湯本駅は特急停⾞駅であり、⾸都圏から
特急で直接『湯本温泉郷』へアクセスが可能。

 高速道路ネットワークの利便性が高く、仙台や東
京方面へ多くの高速バスが運⾏されているが、ア
クセス性の向上や停留所等の待合環境整備が求め
られている。

① 社会・経済情勢等からみる現状と課題
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

■高速バス運行本数
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⑸ 財政状況
 本市の歳出予算については扶助費が増加傾向

にあり、公債費や人件費の削減を図るも、義
務的経費全体は微増している。今後、高齢化
が進⾏する中では、さらに扶助費が増加する
ことが懸念されている。

 近年は震災や台風被害等による復旧・復興に
要する土木費が大きくなっているが、義務的
経費の増加に伴い、交通基盤の維持管理や新
規整備への投資は厳しい状況にある。

 本市の市道は実延⻑約3,500km。中核市の中
では6位、中核市平均の約1.7倍であり、限ら
れた財政の中で効率の良い道路整備や維持管
理、公共交通サービスの確保が求められる。

① 社会・経済情勢等からみる現状と課題
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

■歳出予算額

■土木費
出典：いわき市中期財政計画

■市道の延⻑の全国中核都市との⽐較
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⑹ 環境・エネルギーへの対応
 社会的にエコへの関心は高まっており、市内
の温室効果ガス排出量は減少傾向にある。

 人口減少の中でも保有⾞両数は微増の傾向に
あるが、自動⾞によるCO2排出量は年々減少
傾向にある。

 ⽔素で発電する燃料電池バス「SORA」の運⾏
や、電気で⾛る⼩型なグリーンスローモビリ
ティの実証事業も進められている。

 引き続き、自動⾞の過度な利⽤の抑制や、環
境に優しい移動⼿段の普及に向けた取組が求
められている。

① 社会・経済情勢等からみる現状と課題
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
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① 社会・経済情勢等からみる現状と課題
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

国道6号

国道49号

国道289号

磐越自動車道

常磐自動車道

小名浜平線

小名浜臨港道路

■緊急輸送道路

■交通事故発生件数・高齢者割合

出典：国土数値情報

⑺ 防災・安全・地域強靭化
 東日本大震災や頻発・激甚化する⾃然災害により、
道路や公共交通への防災・安全に関する社会的要請
が高まっている。

 本市における主要な幹線道路は、緊急輸送道路とし
て位置付けられている。

 市内の交通事故発生件数は減少傾向にあるが、⾃動
⾞交通事故の高齢者の割合が増加しており、免許返
納の促進などの取組みと連動した公共交通施策が求
められている。
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⑴ 道路網と渋滞等の状況
 市内には、南北に国道6号、東⻄に国道49号等の幹線道路ネットワークが形成されている。
 市街地においては慢性的に渋滞が発生しており、対策として道路改良等の推進（付加⾞線やバスベイ型停留
所、バス優先レーン等の整備）やモビリティマネジメントの強化が求められている。
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

② 都市交通の特性と課題

【市内の幹線道路網】

289

いわき湯本IC

いわき四倉中核
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凡 例
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４⾞線
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30km/h～40km/h
40km/h～

出典：ETC2.0プローブデータ（平日)

【いわき駅周辺の速度状況】

H30.11 R2.11



渋滞：泉町滝尻交差点

渋滞：八反田・平太郎線

渋滞：常磐勿来線
常磐下湯谷町岩崎地内

渋滞：十五町目・若葉台線

渋滞：久保・林城線
鹿島町久保三丁目付近

渋滞：上荒川・台山線

渋滞：大島交差点

事故：平鎌田
～県道四倉停車場線
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泉町3号線の交差点
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渋滞：正内町・北目線

事故：下谷地交差点

事故：南作交差点

事故：佐糖町八反田交差点主要渋滞箇所

～20km/h

20km/h～30km/h

30km/h～40km/h

40km/h～
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② 都市交通の特性と課題

出典：ETC2.0プローブデータ（R2.11月平日 昼12時間（7〜18時台））

 国道6号や⿅島街道、上三坂⼩野線等の市内幹線道路を中心に速度低下が発生し、渋滞対策の他、交通事故
対策の要望も多くなっている。

【いわき市内の最新（R2.11月）の速度状況】 【渋滞・事故】

渋滞：鬼越交差点
～好間工業団地入口交差点

事故：塩中島交差点～塩交差点

渋滞：常磐交番前交差点
～下船尾交差点

渋滞・事故：番匠地交差点

渋滞・事故：傾城歩道橋交差点

渋滞：前田・鬼越線

渋滞：堀坂交差点

渋滞：競輪場入口交差点

渋滞：明治団地南入口交差点

渋滞：福島高専北交差点

渋滞・事故：御代坂交差点

事故：小浜漁港入口交差点

渋滞：一の坪交差点

渋滞：四沢交差点

渋滞・事故：月山下交差点

事故：県道四倉停車場線交差点

渋滞：船戸交差点

渋滞：江名入口交差点

渋滞：久保入口交差点

渋滞：国道399号六十枚地内交差点
～いわき浪江線交差点

事故：常磐勿来線
常磐下湯谷町岩崎地内

事故：渋井交差点

渋滞：波立海岸入口交差点～末次交差点

渋滞：出口交差点
～四倉IC方面

渋滞：いわき中央IC入口交差点
～惣滑交差点

渋滞・事故：林城交差点

渋滞・事故：飯田交差点

渋滞：住吉交差点
～飯田交差点

凡例
渋滞（交差点）
渋滞（区間）
事故（交差点）
事故（区間）

※当該図面は既存資料や委員等へのヒアリングにより作成した資料です。



 鉄道は、太平洋岸の南北の幹線であるJR常磐線、
いわきから郡山を連絡する東⻄の幹線であるJR磐
越東線が運⾏されている。

 路線バスは新常磐交通㈱により、国道6号及び主
要地⽅道⼩名浜平線を中心に運⾏されている。

 タクシーの事業所は、市街化区域内に集中して立
地している。

 路線バスは、全125系統が運⾏されており、経常
経費のうち1割超（対象27系統、合計約1.3億
円）に⾏政からの補助が充当されている。

 利用者の減少傾向は続くと推測されており、⾏政
負担の増加や路線の減便・廃⽌が懸念される。

⑵ 公共交通の運⾏状況（全体）
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

② 都市交通の特性と課題

⇒公共交通に対する⾏政コストのあり方や、どのよう
な基準でサービスの内容を設定しているのかと
いった考え⽅の整理が求められている。

⇒収⽀率を改善し、持続性の高いバス路線ネットワー
クを構築する取組みが求められている。

■路線バスの収支状況
＜令和元年度実績＞

・収支率：65％

■路線バスへの補助状況
＜令和元年度実績＞

・補助対象：27系統
・補助額：総額約1.3億円

※補助路線にも多くの利用者がいるため、一人当たりのコストなどの分析
が必要（必ずしも「補助＝バス路線の再編」ではない）

【公共交通の現状】

（今後の課題）
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② 都市交通の特性と課題

※一部系統は未記載

⑵ 公共交通の運⾏状況（ﾊﾞｽ）
 路線バス全125系統の内訳は、いわき駅発の
系統が59系統、泉駅前発が11系統、ラパーク
いわき発、湯本駅前発が8系統の順に多くなっ
ている。いわき駅前から小名浜⾞庫⾏が最も
多く、11系統ある。

 1日のバス停区間別便数をみると、いわき駅、
内郷駅、⼩名浜、湯本駅、いわきNT周辺など、
市街地部での便数が多い。

 久之浜、三和、勿来、常磐・泉間等、郊外・
中山間地域に⾏くほど便数が少ない。

 中山間地域や沿岸域などには、⻑大なバス路
線が形成されている。

 中山間地域の一部には、路線バスの運⾏がな
い地域もある。

⇒多くの系統があり、乗継基地（ハブ機能）を明
確化し待合環境を確保するとともに、乗継運賃
などの検討が必要。

⇒⻑大なバス路線については、運⾏状況の検証を
⾏い、その他の輸送⼿段の検討に合わせた再編
の検討が必要。

（今後の課題）
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0.0 15.0 30.0 45.0 60.0 75.0

収
支
率

輸送量

特に検証が必要な系統
赤字 補助路線

④輸送量多・収入高
⇒18系統

①輸送量多・収入低
⇒27系統

②輸送量少・収入低
⇒55系統

③輸送量少・収入高
⇒25系統

⇒輸送量が多いが収⽀がよくない系統については、運⾏・利⽤状況を検証し、収⽀率の改善を目指し、ネット
ワークの再編等を検討することが求められている。

⇒輸送量が⼩さく収⽀がよくない系統については、⾞両のダウンサイズや、他の輸送⼿段の検討が必要となっ
ている。

 輸送量が多い（15人以上）系統は45系統あ
り、特に多いのは「平－高専前ー飯野－中央
台」「平－高専前－医療創生大－ラパーク」
「平－光洋高校」「湯本市内循環（外回
り）」。

 輸送量が多いが収⽀がよくない系統が27、
輸送量が⼩さく収⽀がよくない系統が55と
なっている。
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

② 都市交通の特性と課題

■路線バスの輸送量と収支の状況（１／２）
⑵ 公共交通の運⾏状況（ﾊﾞｽ）

（今後の課題）



■路線バスの輸送量と収支の状況（２／２）
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

② 都市交通の特性と課題

輸送量多・収支低の系統（27系統） 特に検証が必要な系統（16系統）

市内の主要拠点を結ぶ路線に集中 ・13系統が輸送量15人以上。
・中山間地域とつながる系統も含まれる

⑵ 公共交通の運⾏状況（ﾊﾞｽ）



⑶ 公共交通の利⽤状況（鉄道）
 鉄道の1日の平均乗⾞人員は、いわき駅（5,690

人）、泉駅（2,335人）、湯本駅（1,915人）、植
田駅（1,831人）の順に多い。

 鉄道の乗⾞人員は、近年では年々減少傾向にある。
 JR常磐線は、いわき駅を中心に市内外の広域交流

の主軸として位置づいている。
 コロナ後は、利用者数が大きく減少している。

16.0 
15.3 

11.3 

15.4 
15.8 

15.3 

16.2 15.9 15.7 
15.2 

10
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14

15

16
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

(千人)
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② 都市交通の特性と課題 各駅の1日平均乗車人員

⇒今後の人口減少社会における鉄道駅の中⼼拠点（乗
継拠点）として役割りについて再認識が必要

⇒路線バスとの乗継改善等、鉄道の利⽤促進策が必要
⇒with/afterコロナへの対応が求められている。

■旅客鉄道各駅の１日平均乗車人員

出典：いわき市統計書（今後の課題）



⇒利用促進はもちろんのこと、時間帯ごとのニーズにあわせた運⾏形態の検討が必要。
⇒with/afterコロナへの対応が求められている。
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② 都市交通の特性と課題
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乗車人数
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■年間の路線バス利用人数
（高速バス利用者数を除く）

出典：ODデータより作成

出典：新常磐交通㈱提供

■時間別のバス利用状況 ■コロナの影響による利用頻度の変化（通院・買い物等）

出典：今年度実施PT型調査より

⑶ 公共交通の利⽤状況（ﾊﾞｽ）
 路線バスの年間利用者は約320万人で年々減少傾向。
 時間別のバス利用者は、7時台が最も多く、1日の18.4％。
 朝の６〜8時台、夕⽅の15〜18時台で全体の7割を占めており、その

他の時間帯の利用者が少ない状況となっている。
 公共交通利用者は新型コロナの影響により利用頻度が減っており、

特に高速バスへの影響が大きい。

48.6%

39.0%

61.9%

29.9%

49.5%

57.1%

37.5%

56.9%

1.9%

3.9%

0.6%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

高速バス

タクシー

減った 変化なし 増えた

n=216

n=154

n=176

n=174

（今後の課題）



⑶ 公共交通の利⽤状況（タクシー）
 タクシー事業所は、主に市街地部に集中して立地して

いる。
 中山間地域における地域内移動でのタクシー利用は、

現⾏のタクシー料⾦（迎⾞料⾦無し）では困難。
 利用者数は減少傾向にあり、新型コロナの影響や福島

県からの飲食店の時短要請等により、利用者が大きく
減少している。
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② 都市交通の特性と課題

⇒利⽤しやすい料⾦設定（定額料⾦制）や中山間地域
におけるタクシーの運⾏方法など新しい交通システ
ムの検討が必要。

⇒with/afterコロナへの対応が求められている。

■市内タクシーの年間利用者数

出典：福島県タクシー協会提供（今後の課題）

タクシー事業者の分布状況

地域内移動での利用は困難
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② 都市交通の特性と課題

■公共交通に対する市⺠意識

⇒引き続き、公共交通の利⽤促進を図る必要がある。
⇒「楽しいおでかけ」のあるまちづくりとあわせた移動⼿段の検討が必要。
⇒将来の⾃家用⾞からの転換先として、利便性の高い交通サービスの提供や安⼼して歩いて移動できる交通
環境の整備が必要。

■公共交通の利用頻度

■私用の外出状況

7.1%

36.4%

56.3%

26.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

移動手段がなく出かけたいけど出かけていない

外出自体おっくうに感じている

外出したいと思う目的（施設や催し）が少ない

ネットなどの通販等で用事を済ますことが多い

n=944

47.3%

22.4%

47.8%

38.8%

24.7%

34.2%

7.3%

21.9%

3.1%
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路線バス

鉄道

タクシー・ハイヤー

徒歩

自転車

自動車（家族になどによる送迎）

高速バス

わからない、まだ考えていない

その他

n=1,337

1.7%

1.3%

0.1%

0.4%

1.1%

0.9%

1.4%

2.3%

0.3%

2.7%

1.7%

1.8%

1.4%

1.7%

19.2%

8.3%

17.2%

13.7%

75.7%

85.1%

81.1%

81.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道（n=1,242）

路線バス（n=1,250）

高速バス（n=1,236）

タクシー（n=1,260）

週に３～４回以上 週に１～２回以上 月に２～３回程度

月に１回程度 年に数回 利用していない

⑶ 公共交通の利⽤状況（鉄道・ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ）
 公共交通の利用頻度は全体的に低い。
 利用頻度別にみると、週に１、２回程度まで利用と回

答した割合は路線バスが最も多く、固定利用が多い。
 移動⼿段がないため出かけない人は、⼥性、75歳以上、

免許は持っていないという属性の⽅が多い。
 外出したいと思える目的・催しがないことが、私用が

少なくなっている大きな理由となっている。
 将来、⾃家用⾞での移動ができなくなった時の交通⼿

段としては、「タクシー・ハイヤー」 「路線バス」
「徒歩」の順に利用を想定している割合が高い。 ■自家用車での移動ができなくなった時、想定している交通手段

【性別】男性（29.5％）、女性（70.5％）（n=44)

【年齢】1-14歳（2.0%）、15-64歳（20.4%）、 65-74歳（20.4%）、 75歳以上（57.1%）（n=49)

【免許保有状況】持っている（20.5%）、持っていない（56.8%）、返却した（22.7%）

（今後の課題）



 三和、田人地区において、住⺠組織が主体と
なり運営する住⺠ボランティア輸送を実施。

 利用者や利用目的、⾏先等に限定があり、⾃
由度が低いほか、住⺠ドライバー確保の面で
持続性に不安。
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② 都市交通の特性と課題

■ボランティア輸送の現状

⇒安定した事業の実施に向け、有償化など運⾏
形態の変更の検討が必要

⇒路線バス、ボランティア輸送に加え、スクー
ルバスが運⾏している地区もあり、効率的で
適正な輸送⼿段の検証が必要

⇒中山間地域は、従来の公共交通サービスでは
カバーしきれない地区である一⽅、生活利便
施設を他地区に頼らざるを得ないため、⽇常
生活を⽀える交通サービスの確⽴が必要

【運行形態】利用者宅から目的地までの送迎

①地区内輸送（火・木）…ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型

②地区外輸送（月・水・金）「小野町・好間町への限定」…定時定路線型

※①、②の運行形態を2台運行

【利用目的】

①地区内輸送

買物、社会行事・地区行事、理容店・美容店、公的機関、金融機関

②地区外輸送

買物限定

【運行形態】利用者宅から目的地までの送迎

①地区内輸送（月～金）…ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型

②地区外輸送（月～金）「植田、中岡、錦、勿来への限定」…定時定路線型

※①、②の運行形態をそれぞれ1台運行

【利用目的】

①地区内輸送

買物・通院、社会行事・地区行事、理容店・美容店、公的機関、金融機関

②地区外輸送

買物・通院限定

⑷ その他の輸送資源の状況

（今後の課題）



50.6%

27.4%

4.8%

5.4%

11.8%

保有台数（合計314台）

4〜5人乗り 6〜9人乗り
10人乗り 10人以上乗り
その他

 現状で約7割の施設が何らかの輸送サービス
を実施している。これらの施設での保有台数
は、合計314台。

 今後、保有する⾞両を、地域交通の確保に活
用することに積極的である事業者は9事業者
（合計18台）あり、市全域や三和、川前等
の公共交通がカバーしていない地域を対象と
した送迎に関心がある事業者もある。
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

保有する車両の活用に関心がある事業者の保有台数とサービス想定範囲

⇒公共交通を最大限活用しつつ、移動⼿段の確保
及び輸送の強化に向けて、その他輸送資源の有
効な活⽤方策を検討

※市内⺠間輸送資源調査：
⼤規模小売店舗30施設、医療機関6施設、旅客運送事業者（福祉輸送）
35事業者、通所介護事業者38事業者から回答を得た。

（円グラフ）
輸送サービスをしている施設が保有して
いる車両台数の乗車人数内訳

② 都市交通の特性と課題
⑷ その他の輸送資源の状況

■⺠間施設の輸送サービスの現状

常磐、内郷、泉、
遠野、三和、川前

若葉台団地

平・小名浜

勿来・植田

平（豊間）

小川

市全域

市全域

（今後の課題）



 路線バスは運⾏本数や運賃等の差はあるもの
の、鉄道と合わせると公共交通勢⼒圏は人口
の71.2％をカバーしているが、中山間地域を
中⼼に公共交通空白地が広がっており、交通
空白地の人口割合は、28.8％である。

■公共交通空白地
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

② 都市交通の特性と課題

勢⼒圏内
人口（人）

勢⼒圏外
人口（人）

総人口
（人）

人口カバー
率（％）

244,593 100,644 350,237 71.2%

※勢力圏： 鉄道駅（半径1,000m）、路線バス（半径300m）で設定

公共交通による人口カバー状況
人口の分布がありながら公共交
通空白地となっている。⑸ 公共交通カバー率

⇒公共交通空白地における、移動⼿段（地域交
通）の確保が必要

（今後の課題）
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

② 都市交通の特性と課題

出典：いわき市立地適正化計画（令和元年）

基幹的公共交通路線の徒歩圏とメッシュ人口密度

※生活便利地域とは：
片道30本/日以上の高い運行頻度を有する公共交通（鉄道、路線バス）の
駅・バス停から徒歩圏にある、公共交通の利便性が高い地域

⇒まちのコンパクト化にあわせて、基幹的公共交
通の輸送量の強化を図る必要がある。

■生活便利地域（公共交通・徒歩圏）
⑸ 公共交通カバー率

 基幹的公共交通の徒歩圏カバー率は22.9%で
あり、公共交通の利便性の高い地域に居住す
る市⺠はわずか約8万人程度となっている。

 この数値は、同規模の30万人都市の平均
（40％）と比較し、大幅に低い⽔準となって
いる。

（今後の課題）



12.5% 7.8% 7.1% 4.1% 4.8% 4.6%
9.8%

15.1%
8.6%

17.5%

7.0% 3.4%
2.6% 3.9% 3.3%

3.2%
2.8%

0.5% 1.5% 0.3% 0.2%
0.8%

0.9%

25.0%

78.9%
87.1% 89.2% 87.7% 89.1%

82.2% 66.1%

48.6%

20.0%

3.9% 0.5%
2.3% 2.7% 2.2% 4.0%

14.2%

42.9%

25.0%

2.3% 0.8%
0.3% 0.6% 0.6%

0.9%
0.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

徒歩 自転車 二輪車 自動車 バス 鉄道 船舶・飛行機

■代表交通手段別年齢別トリップ割合

⑹ 移動特性
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

② 都市交通の特性と課題

■交通手段分担率

2.00

2.40

2.89 2.77 2.77 2.70
2.48 2.49

1.44

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代

全体平均
（2.6）

■年代別平均トリップ数

徒歩
6.7%

自転車
3.5%

二輪車
0.6%

自動車
84.7%

バス
3.8%

鉄道
0.7%

徒歩 自転車 二輪車 自動車

（n=4,049）

36.6%
28.1% 29.6% 27.8%

18.7%
5.9% 1.3%

45.0%

2.8%

1.0% 1.4% 0.1%

0.1%

0.2%

2.5% 8.3%
16.6% 11.9% 15.1%

21.3%

22.5%
23.0%

18.9%

2.5% 0.7% 1.3% 1.8% 2.9%
3.5%

6.9% 17.4% 32.4%

5.0% 11.7% 11.7% 13.0% 9.4% 16.1%
24.8%

21.3% 5.4%

45.0%

38.6% 37.0% 37.1% 36.8%
35.8% 34.5%

36.2%
43.2%

1.4% 4.3% 5.3% 7.8% 4.5% 5.2% 0.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

通勤 通学 買物 通院 その他私用 帰宅 業務

■目的別年齢別トリップ割合

■年齢と移動の手段及び目的

 年代別の平均トリップ数をみると、10〜20代が
全体平均以下、30〜60代が全体以上、70代以上
が全体以下となっている。

 代表交通⼿段分担率は、8割強が自動⾞となって
いる。

 年齢別に代表交通⼿段を⾒ると、10代は多様な
交通⼿段が⾒られ、高齢になるほどバスや徒歩等、
⾃動⾞以外の交通⼿段が占める割合が高くなって
いる。

 移動目的と年齢の関係をみると、高齢になるほど、
買い物や私⽤、通院の割合が高くなっている。
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

② 都市交通の特性と課題

n=4,021

※1％未満を除外して作図。遠野・田人・川前・三和・小川・久之浜・大久を「郊外」として集計、「市外」は割愛。

■地域間移動の状況
⑹ 移動特性

 平地区、⼩名浜地区での内々移動が高い割合
となっている。

 内々移動では、次いで、勿来地区、常磐地区
内での移動が多い。

 地域間移動では平地区⇔⼩名浜地区の流動が
他と比較すると多い。次いで、平-常磐、平-
内郷間の移動が多い。

⇒「平-小名浜」の輸送量に対応した移動⼿段の確
保の検討が必要。

⇒地区内移動が多い「平」「小名浜」では、地区
内における多様な移動⼿段の確保の検討が必要。

⇒主要な拠点に位置付けられている勿来、四倉等
の拠点性の強化とともに、それに応じた輸送⼿
段を確保する必要がある。

（今後の課題）
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
【平地区】

※人口出典︓2015、2019年︓いわき市の人口、2010年︓平成22年国勢調査、2040年︓100ｍメッシュデータより算出

■人口と高齢化の推移

■交通手段分担率

 平地区は市内で最も人口が多く、南⻄部に生活利便施設が集積している。
いわき駅周辺やいわきニュータウンを含め、複数のバス路線を抱えている。

 交通⼿段分担率は⾃動⾞が最も高いが、市全体の結果を下回っている。徒
歩、⼆輪⾞の割合は他地区と比較し、最も高い。

 地区内移動が65.9％を占め、次いで⼩名浜への移動が9.7％となっており、
平ー⼩名浜間の移動が多い。

■地区内外の移動

65.9%
9.7%

2.6%

6.0%
5.5%

3.2%

3.9%
3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平

平 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 好間 郊外

n=1424

9.2%

6.5%

4.0%

3.6%

1.2%

0.6%

79.4%

84.6%

5.3%

4.0%

1.0%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平

市全体

徒歩 自転車 二輪車 自動車 バス 鉄道

n=1511

n=4364
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
【小名浜地区】

※人口出典︓2015、2019年︓いわき市の人口、2010年︓平成22年国勢調査、2040年︓100ｍメッシュデータより算出

■人口と高齢化の推移

■交通手段分担率

 ⼩名浜地区は市内で2番目の人口を誇る。⼯業用地を複数有している他、
沿岸部の居住区域や泉駅周辺に生活利便施設が集積している。

 交通⼿段分担率は⾃動⾞が87.9％であり、市全体の⾃動⾞分担率より高く、
⾃転⾞の割合は他地区と比較し最も高い。

 ⼩名浜地区内での移動が63.3％と高い。次いで平（13.8％）、常磐
（9.7％）の割合が高い。

13.8% 63.3%

6.9%

9.7%
2.6%

1.1%

1.6%
1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小名浜

平 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 好間 郊外

n=855

■地区内外の移動

4.2%

6.5%

4.1%

3.6%

0.2%

0.6%

87.9%

84.6%

3.0%

4.0%

0.6%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小名浜

市全体

徒歩 自転車 二輪車 自動車 バス 鉄道

n=4364

n=904
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
【勿来地区】

※人口出典︓2015、2019年︓いわき市の人口、2010年︓平成22年国勢調査、2040年︓100ｍメッシュデータより算出

■人口と高齢化の推移

■交通手段分担率

 勿来地区は植田駅を中心に生活利便施設が立地している。
 交通⼿段分担率は⾃動⾞が81.4％で市全体を下回っているのに対し、徒歩

とバスは市全体の結果をやや上回っている。鉄道の割合は他地区と比較し、
最も高い。

 勿来地区内での移動が69.5％と高い。次いで⼩名浜（12.7％）、平
（8.2％）の割合がい。

■地区内外の移動

8.2%
12.7%

69.5%

3.3%
2.2%

0.4%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勿来

平 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 好間 郊外

n=449

8.6%

6.5%

4.1%

3.6%

0.2%

0.6%

81.4%

84.6%

4.3%

4.0%

1.4%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勿来

市全体

徒歩 自転車 二輪車 自動車 バス 鉄道

n=4364

n=490
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
【常磐地区】

※人口出典︓2015、2019年︓いわき市の人口、2010年︓平成22年国勢調査、2040年︓100ｍメッシュデータより算出

■人口と高齢化の推移

■交通手段分担率

 常磐地区は中心部の居住区域に生活利便施設が集積し、複数のバス路線を
有している。

 交通⼿段の分担は⾃動⾞が89.3％であり、市全体の⾃動⾞分担率より高い。
 常磐地区内での移動は50.8％と他地区と比較し低い。地区外では、平

（18.6％）、⼩名浜（14.0％）の割合が高い。

■地区内外の移動

18.6%
14.0%

2.9%

50.8% 7.0%

0.6%

2.3%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常磐

平 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 好間 郊外

n=516

5.1%

6.5%

3.0%

3.6%

0.4%

0.6%

89.3%

84.6%

1.5%

4.0%

0.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常磐

市全体

徒歩 自転車 二輪車 自動車 バス 鉄道

n=4364

n=531
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
【内郷地区】

※人口出典︓2015、2019年︓いわき市の人口、2010年︓平成22年国勢調査、2040年︓100ｍメッシュデータより算出

■人口と高齢化の推移

■交通手段分担率

 内郷地区は居住区域となっている東部に生活利便施設が集積している。
 交通⼿段の分担は⾃動⾞が87.6％と最も高く、バスの4.6％についても市

全体の結果をやや上回っている。
 内郷地区内での移動は38.1％。平地区への移動が27.8％と地区内移動と

ほぼ同程度。次いで常磐地区への移動が多い（11.0％）。

■地区内外の移動

27.8%
7.6%

4.5%

11.0% 38.1%

2.7%

6.5%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内郷

平 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 好間 郊外

n=291

3.3%

6.5%

3.9%

3.6%

0.3%

0.6%

87.6%

84.6%

4.6%

4.0%

0.3%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内郷

市全体

徒歩 自転車 二輪車 自動車 バス 鉄道

n=4364

n=306
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
【四倉地区】

※人口出典︓2015、2019年︓いわき市の人口、2010年︓平成22年国勢調査、2040年︓100ｍメッシュデータより算出

■人口と高齢化の推移

■交通手段分担率

 四倉地区は数少ない生活利便施設が四ツ倉駅周辺立地している。
 交通⼿段の分担は⾃動⾞が87.3％と最も高く。またバスは5.6％であり、

他地区と比較し高い。
 四倉地区内での移動は41.1％であり、次いで平（38.0％）の割合が高く、

平地区への移動が多い。

■地区内外の移動

38.0%
3.1%

0.0%

2.3%

6.2% 41.1%

1.6%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

四倉

平 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 好間 郊外

n=129

6.3%

6.5%
3.6%

0.6%

87.3%

84.6%

5.6%

4.0%

0.7%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

四倉

市全体

徒歩 自転車 二輪車 自動車 バス 鉄道

n=4364

n=142
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
【好間地区】

※人口出典︓2015、2019年︓いわき市の人口、2010年︓平成22年国勢調査、2040年︓100ｍメッシュデータより算出

■人口と高齢化の推移

■交通手段分担率

 好間地区は⼩名浜に次ぐ大規模な⼯業団地が立地している他、生活利便施
設は東部の国道49号沿いに立地している。

 交通⼿段分担率は⾃動⾞（88.3％）、バス（4.8％）が市全体を上回って
いる。

 好間地区内での移動は36.0％。次いで平（31.5％）の割合が高く、地区
内移動とほぼ同程度。

■地区内外の移動

31.5% 8.4%

1.7%

6.2%

10.7%
1.1%

36.0% 4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

好間

平 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 好間 郊外

n=178

4.3%

6.5%

2.7%

3.6%

0.6%

88.3%

84.6%

4.8%

4.0%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

好間

市全体

徒歩 自転車 二輪車 自動車 バス 鉄道

n=4364

n=188



3.1%

6.5%

2.1%

3.6%

0.5%

0.6%

91.3%

84.6%

2.6%

4.0%

0.5%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

郊外

市全体

徒歩 自転車 二輪車 自動車 バス 鉄道

n=4364

n=195

 郊外は高齢化率が高く、人口減少が深刻。
 交通⼿段分担率は⾃動⾞が91.3％であり、他地

区と比較し最も高い。
 各地区の移動は36.9％。平（25.7％）、勿来

（10.6％）、常磐（10.1％）の割合が高く、郊
外から隣接する市街地への移動が多い。
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
【郊外】

※人口出典︓2015、2019年︓いわき市の人口、2010年︓平成22年国勢調査、2040年︓100ｍメッシュデータより算出

■人口と高齢化の推移 ■交通手段分担率

■地区内外の移動

25.7%
4.5%

10.6%

10.1%

4.5%
3.9%

3.9% 36.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

郊外

平 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 好間 郊外

n=179

郊外：

川前地区、三和地区、遠野地区、田人地区、
小川地区、久之浜・大久地区

久之浜・大久
小川

川前

三和

遠野

田人
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４．いわき都市圏の現状・特性と課題について
② 都市交通の特性と課題 まとめ 1/2

特性と課題

経済・
社会情勢

人口動向
▶人口減少・高齢化が進⾏している。川前、田人、三和地区等中山間地域では特に高齢化の進
⾏率が高い。
⇒人口減少・高齢化進行地区の移動手段確保が必要

市街化の動向 ▶人口減少・高齢化の進⾏により将来的な人口密度の低下が予想されている。
⇒集約型の都市構造の実現に向けた交通網の構築が必要

生活利便施設の集積
状況

▶⽀所以外は、大規模商業施設や拠点病院等が主要拠点周辺に集中しており、中山間地域等で
はこれらの施設を他地域に頼らざるを得ない。
⇒中山間地域から主要施設にアクセスするための交通網の構築が必要

広域交通の状況

▶常磐⾃動⾞道をはじめ、磐越⾃動⾞道、JR常磐線、JR磐越東線等の恵まれた広域交通ネッ
トワークが形成されている。

▶⼩名浜道路開通に伴う⼩名浜港へのアクセス向上により、⾸都圏等からの交流人口の増加や
企業活動の活性化が期待されている。
⇒市内外の交流促進を図るため、広域交通基盤へのアクセス強化が必要

財政状況
▶既存の道路や橋梁の維持管理費は増加しており、厳しい財政状況の中で新設改良費が減少傾
向にある。
⇒将来的に厳しい財政状況が予想されるなか、効率的な道路の維持管理・整備や公共交通
サービスの維持・確保が必要

環境・エネルギーへ
の対応

▶市の⼆酸化炭素の排出は微減傾向にあるものの、市の保有⾞両数は増加しており、⾃動⾞か
らの⼆酸化炭素排出量増加が懸念される。
⇒自動車からのCO2排出量の削減に向けて公共交通機関への移動手段の転換が必要

防災・安全・地域強
靭化

▶東日本大震災の経験を踏まえた安全・安心で防災性の高いまちづくりを進めている。
▶高齢者の交通事故の割合が増加している。
▶⾃転⾞の活用推進に取り組んでいる一⽅、⾃転⾞事故の増加が懸念される。
⇒災害に強く、防災にも役立つ交通環境の整備が必要
⇒免許返納の促進と併せて公共交通機関への移動手段の転換が必要
⇒安全に移動できる交通環境の整備が必要



55

４．いわき都市圏の現状・特性と課題について

② 都市交通の特性と課題 まとめ 2/2
特性と課題

道路環境

▶近年の頻発・激甚化する⾃然災害による道路の通⾏⽌めにより、社会経済活動に影響を与えて
いる。

▶交通事故発生件数は減少傾向にあるが、⾃動⾞交通事故の高齢者の割合が増加している
▶常磐道の4⾞線化、常磐バイパスの4⾞線化等の広域幹線道路のネットワークが構築されてい
る一⽅で、市街地においては慢性的に渋滞が発生している。
⇒緊急輸送道路の確保等、災害に強い道路の整備、維持管理が必要
⇒高齢者や歩行者等の事故防止、交通安全対策の推進が必要
⇒市街地部の渋滞対策として、道路改良（付加車線やバスベイ型停留所、バス優先レーンの設
置等）の他、TDMの活用等、ソフト施策の強化が必要

公共交通

▶公共交通の利用者は年々減少傾向。さらに今後の少⼦高齢化の進⾏により、路線バス利用者の
減少が予想され、サービス維持のための⾏政負担が増加することが懸念される。

▶中山間地域を中心に公共交通空白地域が存在。
▶⾃転⾞活用推進計画が策定される等、市⺠の移動⼿段として⾃転⾞の活用に取り組んでいる。
▶市⺠意識調査結果から、外出したいと思える目的・催しがないことが外出頻度に影響している
ことが分かった。
⇒公共交通の利便性を高め、市⺠の利用を促進することが必要
⇒地域特性に応じた生活交通の確保が必要
⇒利用者需要と運行サービスの調和が図られた持続可能な公共交通ネットワークの構築が必要
⇒自転車が移動手段としてより活用される環境整備が必要
⇒移動手段の確保と並んで、外出したいと思えるまちづくりが必要。
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５．公共交通ネットワーク方針（案）について
① 公共交通ネットワークの基本的な考え方

都市圏軸 種類 配置 役割・機能

骨
格
公
共
交
通

広
域
交
流
軸

高速バス
鉄道
港（航路）

・高速道路（常磐⾃動⾞道、磐越⾃動⾞道）
・鉄道（JR常磐線、JR磐越東線）
・⼩名浜港

市外各⽅面との連携・交流により「まちのゾーン」に集積
する都市機能を高める役割を担う。

市
内

基
幹
連
携
軸

鉄道 ・鉄道（JR常磐線） 主要な拠点の相互間を結び、それぞれの持つ機能を相互補
完するとともに、全体がひとつの都市として機能するため
の連携を担う。基幹バス ・都心拠点と広域拠点等を連絡し、居住誘導を図る

交通軸として基幹的なバス路線を配置

地
域
公
共
交
通

市
内

補
助
連
携
軸

⽀線バス
・市街地と基幹バスで結ばれない、郊外・中山間地
域等を連絡するバス路線を配置
・基幹バスでカバーされない市街地内のその他の移
動を補完する⽀線的なバス路線を配置

主要な拠点と周辺の地域間の連絡により、機能補完、主要
な拠点の都市機能サービスの波及を担う。

地
域
内
交
通

その他路線バス
住⺠ボランティア輸送
デマンド型交通
タクシー
⺠間輸送資源

・基幹バスや⽀線バスでカバーされない市街地内の
移動を補完する生活交通サービスを配置

・⾃宅から地域交通結節点等を結ぶデマンド型交通
等を配置

日常生活に必要なサービスレベルの確保、地域交通結節拠
点までの移動サービスの提供を担う。

交通
結節点

交通ターミナル ・主要鉄道駅
（いわき駅、内郷駅、湯本駅、泉駅）

公共交通相互、その他の交通⼿段の乗換・乗継の利便性確
保及び、都市機能誘導と合わせた拠点形成を担う。

地域交通結節点
・その他の鉄道駅
・各地区の地域拠点等に待合・乗換環境の整った乗

継拠点配置
生活利便施設の立地や運⾏ダイヤとの連携・調整等により
る待合・乗継環境の快適性の確保を担う。

 都心拠点や広域拠点、地区拠点を中心とする市街地部と市外、これらの都市拠点とその他の
地区拠点を結ぶ鉄道及び基幹バスの利便性の向上と輸送量の確保により「骨格公共交通」を
強化し、都市機能や居住機能の集積とあわせてコンパクトシティを実現する。

 また、基幹的公共交通の端点から地区拠点等へは⽀線バスを接続させるとともに、中山間地
域等では地域生活拠点を中⼼としたデマンド型交通等の持続可能な地域内交通を提供するこ
とにより「地域公共交通」を確⽴し、市内全体の公共交通ネットワークを形成する。
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５．公共交通ネットワーク方針（案）について
② 公共交通ネットワーク方針図



① 市⺠意識調査結果からみる都市交通目標の方向性
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６．都市交通の目標案について

46.7%

56.0%

58.8%

49.0%

37.2%

25.5%

37.4%

42.0%

38.2%

36.0%

43.1%

47.4%

48.6%

47.2%

11.3%

5.8%

5.2%

8.0%

15.4%

25.9%

15.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

渋滞がなく円滑に走れる道路の整備（n=1,244）

交通事故を少なくするための対策（n=1,249）

災害に強く、防災にも役立つ道路の整備（n=1,257）

安全で快適な自転車・歩行者空間の整備（n=1,252）

利便性の高い鉄道・バスなど公共交通の充実（n=1,245）

新たなモビリティ活用による公共交通の創出（n=1,200）

排気ガスや騒音の軽減など環境にやさしい対策(n=1,234）

非常に重要 重要 それほどでもない

 市⺠意識における交通まちづくりから重視すべき点としては、災害・防災に資する道路整備
や交通事故対策、円滑な道路整備など、ネットワークの基盤である「道路」の改善などに対
する意識が高い。※⾃動⾞利用が多いことによるものと推測

 公共交通に対する改善要望としては、路線バスに関する事項が多く、中でも時刻表や路線図
の分かりやすさ、⽀払い方法の改善等利便性に関する事項が上位に挙がっている。

■交通まちづくりを推進する上での公共交通の改善要望■交通まちづくりの目標として重視すべき事項

※具体的な時間帯や場所については、今後集計予定。

※

鉄道
路線バス
高速バス
タクシー
その他



（ 関連計画 ）
（ 都市交通を取り巻く社会情勢 ）

② 都市交通の目標（案）
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 上位・関連計画との整合性やいわき都市圏の現状・特性と課題を踏まえ、都市交通の基本目標
を設定した。

６．都市交通の目標案について

いわき市の多様な都市活動と交流を⽀え、住みやすさを⽀
える安全・安心で持続可能な交通ネットワークの形成を目
指します。

まちの目指す方向

市の現状と課題
人口減少・少⼦高齢化 広域多角型の都市構造

低密度な市街化の進⾏

公共交通空白地の分布と
公共交通便利地域の狭さ

移動ニーズの多様化

厳しい財政状況

⾃動⾞依存と
市街地内の交通混雑

■まちづくりの⽅針（立地適正化計画、R1）︓
「人口構造を改善する都市機能を誘導し、“選ばれる都市”へ」

地域経済の衰退への懸念

低炭素のまちづくりの推進

■めざしていく「いわき」の姿 （新・いわき市総合計画、H28） ︓
「①循環を基調とした、持続可能なまち」
「②誰もが安全に、安心して暮らせるまち」
「③活⼒に満ち、創造⼒あふれるまち」

■いわき創生のメインコンセプト（いわき創生総合戦略、R2） ︓
「1. “人づくり” と “まちづくり” の好循環を生み出す」
「2市⺠からも市外からも”選ばれるまち”をつくる」
「3.地域に培われた”生業”を磨き上げ、伸ばす」

■将来都市像・将来都市構造（第⼆次いわき市都市計画MP、R1） ︓
「ネットワーク型コンパクトシティ Iwaki」

【目指すべき方向性】
 まちづくり︓コンパクトシティの実現
 道路交通 ︓コンパクトシティ実現に向けた交通軸の形成
 公共交通 ︓どこでも誰でも移動しやすく持続的な移動環境

公共交通利用者の少なさ

ｺﾝﾊﾟｸﾄな都市構造
拠点・交通軸への

人口集積

都市活動・交流を支
える交通体系の構築

公共交通の利用促進
持続可能な

地域交通のデザイン

まちづくりと連携した交通体系の構築による
ネットワーク型コンパクトシティIwakiの実現

◆都市交通の基本目標（案）

※R3d実施の将来推計により再検証を予定。



② 都市交通の目標（案）
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 いわき市が目指す都市交通の目標の実現に向け、都市交通体系の基本⽅針を「快適・便利」
「交流・活⼒」「安全・安⼼」「持続可能性」の４つの視点から設定した。

６．都市交通の目標案について

交流・活⼒
コンパクトシティの実現に資する交通体系の構築

快適・便利
誰もが気軽に移動できる交通体系の構築

持続可能性
持続可能な交通体系の構築

⑴ 市街地における賑わいと憩いのある交通環境の整備
⑵ 主要拠点をつなぐ交通骨格軸の強化
⑶ 主要拠点と地区拠点をつなぐ交通ネットワークの強化

⑴ 移動の円滑化に向けた道路環境の改善
⑵ 選ばれる移動⼿段として公共交通の利便性の向上
⑶ すべての人にやさしい交通環境の整備強化
⑷ ICTを活用した新たな交通システムの確立

⑴ 環境負荷の低減に資する交通環境の構築
⑵ ⾏政負担の適正化に資する交通網の構築
⑶ 効果的・重点的な道路網の構築
⑷ 市⺠・⾏政・交通事業者の連携に向けた体制強化

◆基本方針（案）

➋

❶

➍

安全・安⼼
市⺠の⽇常生活を⽀える交通体系の構築

⑴ 各地区で安心して生活できる交通環境の整備
⑵ 交通事故の減少につながる交通環境の整備
⑶ 災害等の緊急時に対応できる交通環境の確保

❸

※ 今回提⽰の基本目標（案）と基本⽅針（案）は都市交通マスタープランのもの。
地域公共交通計画においては、より公共交通に特化した目標をR3dに検討予定。

※ R3d実施の将来推計により再検証を予定。


